
  

第６学年〇組 国語科学習指導案 

指導者   福岡市〇〇小学校 〇〇 〇〇 

表現を味わい，豊かに想像しよう 

「やまなし」「イーハトーヴの夢」 

１  単元名 

 
 

２ 指導観 

  
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 

こんな手立てで（方法） 
○新しい事実と出会う段階では 

宮沢賢治の作品を紹介し， 
彼の作品に興味をもたせる。 
また「やまなし」という題 
名から既習学習を想起させ， 
題名の働きを意識させる活 
動を通して，作品に対する 
イメージをふくらませる。 
○課題を明確にする段階では 

題名と冒頭から「小さな谷川の底を写した 
二枚の青い幻灯で，作者は何を伝えたいのだ

ろう。」という読みのめあてをつくる。 
○さぐる・まとめる段階では 

読みのめあての答えを探し，「五月と十二 
月の幻灯にはどんな様子が書かれているの

か。かわせみとやまなしはかにの兄弟にとっ

てどんな意味があるのか。なぜ題名が『やま

なし』なのか」という３つの視点に沿って読

み確かめる。  

○考えを確かにする段階では 
 「イーハトーヴの夢」を読んで宮沢賢治の考

え方や生き方をとらえる。「やまなし」で読み

取ったこととつながるところはないか考え，

聴き合い活動を通して「やまなし」で作者が

伝えたかったことをより確かなものにする。   
最後に，作者が伝えたかったこととこれか

らの自分の成長をつないで考えを深めていけ

るようにしたい。 
 

こんな子どもたちだから 

○ 本学級の子どもたちは，本を読むことが好きである。１学期の「森へ」の学習で，一人の筆者にこ

だわって読んだり，作品を比べて読んだりするおもしろさに気付きつつある。    （意欲・関心） 

○ １学期最初の物語文「カレーライス」では，題名の働きについて考え，「森へ」では，まとめの段

落と前の段落をつないで読む読み方や比喩表現を読む読み方を学習してきている。    （学び方） 
○ 読み方を意識した聴き合い活動を行い，友達の考えとの違いに気付いたり，そこから自分の考えに付 
加・修正して新たな考えを見出したりすることが少しずつできるようになってきている。  （認識）                 

目指す子どもの姿 
◎ 「やまなし」や宮沢賢治について書かれた「イーハトーヴの夢」と出会うことで，関連して様々なジ

ャンルの本を読むことのよさや読書のおもしろさに気付こうとする。         （意欲・関心） 

◎ 文章構成の工夫を読む読み方や題名の働きを読む読み方などを通して「やまなし」で作者が伝えたか 

ったことを読み取り，それについて聴き合うことができる。               （学び方） 

◎ 「やまなし」と宮沢賢治について書かれた「イーハトーヴの夢」を比べて読み，聴き合い活動を通し 

て「やまなし」で作者が伝えたかったことをより確かにし，自分の考えを深めることができる。（認識）                                        

こんな教材を使って 

○単元のねらい 

本単元は，「『表現を味わい，豊かに想像しよ

う』という単元名のもと，『やまなし』を読み，

さらに『イーハトーヴの夢』と比べて読むこと

で，『やまなし』で作者が伝えたかったことを

より確かにすること」をねらいとしている。 

○学習指導要領への意義 
「やまなし」は前書き，五月の幻灯，十二月

の幻灯，後書きという文章構成で書かれた作品

である。この文章構成に込められた工夫や二枚

の幻灯に出てくるかわせみややまなしが意味

しているものを考えたり，題名が「やまなし」

となっている意味を考えたりすることは，作者

が伝えたかったことをとらえる上で大変重要

であると考える。また，「イーハトーヴの夢」

に書かれている宮沢賢治の言動からその考え

方や生き方をとらえ，再度「やまなし」で作者

が伝えたかったことを見直すことは，必要な読

み物を選択して読める子どもを育てる上で価

値高いと考える。 
○本校テーマへの意義 
「やまなし」と「イーハトーヴの夢」を比べ

て読むことで，「やまなし」で身に付けた読み

方を再度意識付けしたり，読み取った作者の伝

えたかったことを深めたりすることにつなが

る。このことは，読み方の習得・活用を通して

考える力を身に付け，確かに考え，豊かに学ぶ

子どもを育てる上で意義深いと考える。 

宮沢 賢治 



  

 

 

 

３ 単元カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～
読
書
の
世
界
を
深
め
，
筆
者
の 

方
見
方
・
考
え
方
を
と
ら
え
よ
う
～ 

「
森
へ
」 

 

前単元 

本校国語科部テーマ 
読み方の習得・活用を通して考える力を育てる国語科学習 

＜宮沢賢治が伝えたかったこと＞ 

他のものに生きる喜びや楽しみを与えるようなもののすばらしさ，自分

自身もそのような存在でありたい，そのように生きたいということ。 

 
 

○主な聴き合い活動 
学習問題「宮沢賢治は生きる 

喜びを与えるものについてど

のように考えているのだろう

か。」について「やまなし」と

「イーハトーヴの夢」を読んで

共通点を聴き合い，作者が伝え

たかったことについての考え

を深めている。 
 
 
 

 

～
命
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

 

立
松
和
平
の
世
界
～ 

「
海
の
命
」「
山
の
い
の
ち
」「
街
の
い
の
ち
」 

 

次単元 

＜共通点＞他のものに生きる喜びや楽しみを与えているものに価値を見

出している点 

 
○主なポートフォリオ評価 
ポートフォリオを使って振

り返ることで，これまでの学習

で読み取ったことや友達の読

み取りのよさに気付き，自分が

はじめに読み取った作者が伝

えたかったことと比べ，そのこ

とに対する自分の考えを深め

ている。 
 

○ 

教
科
書
教
材
「
森
へ
」
と
続
き
の
部
分
を
読
ん
で
そ
の
類
似
点
や
相
違
点
か
ら

「
森
の
中
の
命
の
つ
な
が
り
」
に
つ
い
て
の
見
方
・
考
え
方
を
深
め
る
聴
き
合
い 

 

活
動 

 

○ 

教
科
書
教
材
「
海
の
命
」
と
「
山
の
い
の
ち
」「
街
の
い
の
ち
」
を
読
み
、
そ

の
共
通
点
か
ら
作
者
の
命
に
対
す
る
見
方
・
考
え
方
を
深
め
る
聴
き
合
い
活
動 

 

イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
の
夢 

・
「
な
ん
と
か
し
て
、
農
作
物
の
被
害

を
少
な
く
し
、
人
々
が
安
心
し
て
田
畑

を
耕
せ
る
よ
う
に
で
き
な
い
も
の

か
。」 

・
「
そ
の
た
め
に
、
一
生
を
さ
さ
げ
た

い
。」 

・
病
気
が
少
し
で
も
よ
く
な
る
と
、
起

き
出
し
て
村
々
を
歩
き
回
っ
た
。 

・
一
人
一
人
に
教
え
て
あ
げ
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。 

・
前
の
晩
，
急
性
肺
炎
を
起
こ
し
た
賢

治
は
、
呼
吸
が
で
き
な
い
ほ
ど
苦
し
ん

で
い
た
。
な
の
に
、
…
一
時
間
以
上
も

て
い
ね
い
に
教
え
て
あ
げ
た
。 

人
の
た
め
に 

生
き
よ
う
と
思
っ
て
い
る 

 

・
人
間
が
み
ん
な
人
間
ら
し
い
生
き
方

が
で
き
る
社
会
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

人
間
も
動
物
も
植
物
も
，
た
が
い
に
心

が
通
い
合
う
よ
う
な
世
界
が
賢
治
の

夢
だ
っ
た
。 

誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
に
価
値

を
見
出
し
て
い
た 

※ 

題
名
が
「
や
ま
な
し
」
に
な
っ
て

い
る
理
由
と
つ
な
が
る
。 

 

宮
沢
賢
治
自
身
が
、
生
の
喜
び
を
与
え
る
も
の

に
価
値
を
置
い
て
い
て
、
自
分
も
そ
の
よ
う
な
存

在
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

  

や
ま
な
し 

小
さ
な
谷
川
の
底
を
写
し
た
、
二
枚
の
青
い
幻
灯
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
べ
て
見
せ
た
い
も
の
が
あ
る 

〔
五
月
〕 

 
 
 
 
 

〔
十
二
月
〕 

 

あ
わ
が
流
れ
て
… 

 
 
 

丸
石 

水
晶
の
つ
ぶ 

動
的 

 
 
 
 
 

金
雲
母
の
か
け
ら 

静
的 

 

日
光
の
黄
金 

 
 
 
 
 

ラ
ム
ネ
の
び
ん
の
月
光 

昼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夜 

そ
の
と
き
で
す
。 

 
 
 

そ
の
と
き
，
ト
ブ
ン 

ま
る
で
ぎ
ら
ぎ
ら
す
る 

鉄
砲
だ
ま 

 
 
 
 
 

黒
い
丸
い
大
き
な
も
の 

い
き
な
り 

怖
く
鋭
い 

 
 
 
 

優
し
く
緩
や
か 

飛
び
こ
ん
で 

 
 
 
 

ず
う
と
し
ず
ん
で 

コ
ン
パ
ス
の
よ
う
に 

か
わ
せ
み 

 
 
 
 
 
 

や
ま
な
し 

「
こ
わ
い
と
こ
ろ
…
」 

い
い
に
お
い
で
い
っ
ぱ
い
… 

 
「
こ
わ
い
よ
…
」 

 
 

「
お
い
し
そ
う
だ
ね
…
」 

 
 
 
 
 
 

死
の
恐
怖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
の
喜
び 

 

私
の
幻
灯
は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
で
あ
り
ま
す
。 

○身に付けたい読み方  情景を読む，比喩を読む，題名の働きを読む，文章構成の工夫を読む 



  

段

階 

４ 指導計画  (計１２時間) 

主な学習活動と内容 評価規準と子どもの姿 
◇＝評価規準 ・＝意識 

指導上の留意点と評価方法 
○＝留意点 ◆＝評価方法 

配

時 

新
し
い
事
実
と
出
会
う 

１ 題名と冒頭から読みのめあ

てをつくる。 

（１）宮沢賢治についてどのよ

うな作品があるのか知る。 

（２）題名「やまなし」につい

て自分がイメージしたこと

を出し合う。 

（３）既習学習をもとに，題名

にはどんな働きがあったの

か振り返る。 

（４）冒頭を読み，幻灯が二枚

あることをとらえ，その意

図を考え，読みのめあてを

生み出す。 

 
 
 
  
 

２ 全文を読んで，読みのめあ

ての答えを書きまとめる。 
（１）前書き，五月の幻灯，十

二月の幻灯，後書きという

文章構成になっていること

をとらえる。 
（２）五月の幻灯，十二月の幻

灯に共通して出てくるも

の，片方にしか出てこない

ものをとらえる。 
（３）五月の幻灯に書かれてい

ること，十二月の幻灯に書

かれていることを大まかに

とらえ，読みのめあての答

えを書く。 
 
 
 
 
 
３ 読みのめあての答えを聴き 
合い，曖昧なところから読み 
確かめの視点をつくる。 
①五月と十二月の幻灯にはど

んな様子が書かれているの

か。 
②かわせみとやまなしはかに

の兄弟にとってどんな意味

があるのか。 
③なぜ題名が「やまなし」な

のか。 

・宮沢賢治の作品にはどんなも

のがあるのだろう。 

・「やまなし」という題名から

どんなことが書いてあるのか想

像してみよう。 

・題名にはいろいろな働きがあ

ったね。 

◇既習学習から題名の働き

について考えている。 

・幻灯とは何かな。 
・幻灯が二枚あるとどんなこ

とができるかな。 
◇題名や冒頭の疑問点から，

読みのめあてを生み出して

いる。 
 

 

 

・前書きと後書きに二枚の幻

灯が挟まれているね。 

◇全文を読み，文章構成をと

らえている。 

・五月にかわせみ，十二月に

やまなしが出てくるよ。かに

の兄弟はどちらの幻灯にも

出てくるね。二枚の幻灯は同

じ場所を写しているけど，季

節や時間が違うね。 

◇文章構成や二枚の青い幻

灯に描かれているものを大

まかにとらえ，読みのめあて

の答えを書いている。 

 
 
 
 
 
・友達の読みのめあての答え

を聴き合うと，曖昧なところ

や詳しく読む必要があると

ころが出てきたね。 
 
◇一人一人の読み取りの

曖昧なところに気付き，

読み確かめの視点をもつ

ことができている。 

○単元に入る前に，宮沢賢治

の本を準備する。 《支援⑧》 

◆自己評価カード・考えマッ

プ・発言・ポートフォリオ分

析 

 
 
 
 
 
○題名や冒頭を読み，「二枚

の青い幻灯」に着目して，読

みのめあてをつくるように

する。    《支援④⑥》 
◆発言・ポートフォリオ分析 
 
 
 
 
 
○板書を工夫し，文章構成や

二枚の青い幻灯に書かれて

いるものをとらえることが

できるようにする。《支援⑨》 
◆自己評価カード・発言・ポ

ートフォリオ分析 

○後で比べやすいように，読

みのめあての答えをできる

だけ短い言葉で端的に書か

せるようにする。《支援④⑥》 

○答えの根拠になる部分を

確認しながら交流していく

ようにする。   《支援①》 
◆発言・ポートフォリオ分析 

 
 
○五月の幻灯に着目したも

の，十二月の幻灯に着目した

もの，二枚を比べながらまと

めたものなど，読みのめあて

の答えをあらかじめ分類し

ておき，自分がどれに当ては

まるのか意識させる。 
《支援①④》 

◆発言・ポートフォリオ分析 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

課
題
を
明
確
に
す
る 

 

さ
ぐ
る
・
ま
と
め
る 

 

＜読みのめあて＞ 
小さな谷川の底を写した二枚の青い幻灯で，作者は何を 

伝えたいのだろう。  
 

＜読みのめあての答えの方向＞ 
・作者は，小さな谷川の底を写した二枚の青い幻灯で，ひ

っそりとした目立たないところにも生きる喜びがあるこ

とを伝えたかった。 

交流活動① 
●全体     
・新しい事象に興味・関

心をもつ聴き合い活動 

交流活動② 
●全体     
・相違点をもとに，課題

を明らかにするための聴

き合い活動 
 



 

 
 

 

４ ３つの視点に沿って読み

確かめる。 

（１）読み確かめの視点①につ

いて話し合う。 

・自分の読み取りを書き込

む。 

・それぞれの読み取りを聴き

合う。 

 

 

 

 

 

 

（２）読み確かめの視点②・③

について話し合う。 

・自分の読み取りを書き込

む。 

・それぞれの読み取りを聴き

合う。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「やまなし」で使った読み

方と読みのまとめをする。 

（１）板書をもとに，「やまな

し」で使った読み方と読み

のまとめを書きまとめる。 

６ 自分がとらえた作者が伝

えたかったことを確かにす

るために「イーハトーヴの

夢」を読む。 

（１）「イーハトーヴの夢」を

読み，宮沢賢治の言動をま

とめる。 

７ 聴き合い活動を通して，

「やまなし」で読み取った宮

沢賢治が伝えたかったこと

を確かにする。 

 

◇情景を読む読み方や比

喩を読む読み方を使っ

て，二枚の幻灯の様子を

とらえている。  
・五月の幻灯は日光や黄金の

あみなどの言葉が使ってあ

るから，日差しが差していて

明るい感じがするね。 
・「鋼」が金属だし，暗く，

重たい感じがするね。 
◇文章構成の工夫を読む読

み方や題名の働きを読む読

み方を使って，二枚の青い幻

灯で作者が伝えたかったこ

とを読み取っている。 
・かわせみがかにの兄弟にと

って怖い存在なのは，初めは

見たこともない未知のもの

であったからなんだね。 
・魚がかわせみに食べられた

ことを知ったところから，死

の世界を知って，かにの兄弟

は怖くなったんだね。 
・かわせみと対照的に考える

と，やまなしはどんな存在な

のか分かりそうだ。 
 
◇「やまなし」で使った読み

方とその読み方を使ったこ

とで分かったことをまとめ

ている。 
◇興味をもって「イーハトー

ヴの夢」を読み，宮沢賢治の

言動から彼の考え方や生き

方をとらえている。 
・「イーハトーヴの夢」にも

宮沢賢治のいろいろな作品

が出てくるね。 
・知らない作品もあるから読

んでみたいな。 
・宮沢賢治は人のために生き

ようとしたんだね。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
○前時に書き込みをさせ，そ

れをもとにして指名の仕方

や問い返しを工夫する。       
《支援①》 

◆自己評価カード・発言・ポ

ートフォリオ分析 
○板書を工夫し，五月の幻灯

と十二月の幻灯を比べなが

ら考えることができるよう

にする。    《支援９》 
 
○初めにかわせみがかにの

兄弟にとってどんな存在な

のか考えさせた後に，やまな

しの意味を対比的にとらえ

させていくようにする。 
《支援④》 

◆ポートフォリオ分析 
○途中で自分が書き込んだ

ものの見直しをさせ，自分の

読み取りを練り直す時間を

取るようにする。 《支援④》 
◆ポートフォリオ分析 
 
 
○ポートフォリオを使って，

読み取ったことと読み方を

振り返ることができるよう

にする。    《支援③④》 
◆ポートフォリオ分析 
 
○宮沢賢治の言動をつない

で，彼の考え方や生き方をと

らえ，「やまなし」で作者が

伝えたかったことと比べて

フリップにまとめている。 
《支援④⑦》 

◆考えマップ・フリップ分析 
 
○事前に質問事項を把握し

たり，手引き等を紹介したり

して，活発に聴き合い活動が

できるようにする。       
《支援⑤⑧》 

 

 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
本

時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 

  
１ 
 
 
 
 
 
 
１  

交流活動③ 
●異質グループ，全体     
・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い活

動 
 

五月は昼，日光の明るさが 

あるが，暗いところもある。

動きがある情景。 

十二月は夜，暗いところが 

あるが，月光の明るさもある。

静かな情景。 

 

 かわせみは，死の恐怖を与

える存在，やまなしは，生の

楽しみや喜びを与える存在。

題名を「やまなし」にしたの

は，生の楽しみや喜びに作者

が価値を見出しているから。 

 

学習問題：宮沢賢治は生きる喜びを与えるものについて

どのように考えているのだろうか。 
 



  

考
え
を
確
か
に
す
る 

（１）「イーハトーヴの夢」に

書かれている宮沢賢治の言

動から考え方や生き方をと

らえる。 

（２）「やまなし」で宮沢賢治

が伝えたかったことと彼の

考え方や生き方を比べる。 
（３）「やまなし」で宮沢賢治が

伝えたかったことを再度見

直す。 

８ 単元全体を振り返る。 
（１）ポートフォリオを振り返

る。 
（２）自分の考えがどのように

変容したのか書きまとめ

る。 

 

 

 

 

◇聴き合い活動を通して，宮

沢賢治の言動から分かる考

え方や生き方から題名の働

きを読む読み方を使って考

えた作者が伝えたかったこ

とを再検討している。 
・生きる喜びを与えるものに

価値を見出すだけではなく，

宮沢賢治自身もそのような

存在でありたいと考えてい

たんだね。 
 
 
 
◇学習の流れ図やこれまで

のポートフォリオを使って，

自分の学びを振り返ってい

る。 
・宮沢賢治に考え方や生き方

はこれからの自分の成長に

役立ちそうだ。 

○板書を整理し，作者の考え

方や生き方と「やまなし」で

伝えたかったことをとらえ

ることができるようにする。 
《支援⑨》  

◆自己評価カード・フリッ

プ・発言・ポートフォリオ分

析 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学習の流れ図やポートフ

ォリオを使って，読みのまと

めができるようにする。            
《支援④》 

◆ポートフォリオ分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

 

交流活動④ 
●同質・異質グループ，全体     
・作者の考え方や生き方 
から「やまなし」で宮沢 
賢治が伝えたかったこと 
を深め，再構成するため 

の聴き合い活動 

    
 



  

５ 本時   平成２１年１０月１９日（月） 第５校時 ６年１組教室にて  

 聴き合い活動を通して，かにの兄弟にとってのかわせみ・やまなしの意味をとらえ，題名が「やまなし」

になっていることとつないで，作者の伝えたかったことを読み確かめる場面         （８／１２） 
 
６ 本時の目標 

○ 文章構成の工夫を読む読み方や比喩表現を読む読み方，題名の働きを読む読み方を使って，かにの兄

弟にとってのかわせみ・やまなしの意味や題名が「やまなし」になっているわけを読み取ることができ

る。                                   （学習指導要領から） 
○ 作者が伝えたかったことを読み確かめ，自分のこれまでの読み取りを振り返ることができる。 

                   （テーマから） 

 
 
 
 

 
 

７ 本時の授業仮説 

８ 本時指導の考え方                                

これまでに子どもたちは，題名と冒頭から「小さな谷川の底を写した二枚の青い幻灯で，作者は何を伝え 
たいのだろう。」という読みのめあてをつくっている。そして，読みのめあてに対する答えの話し合いから，

読み確かめの視点として，次の３点を見出している。 

 ① 五月と十二月の幻灯にはどんな様子が書かれているのか。 

 ② かわせみとやまなしはかにの兄弟にとってどんな意味があるのか。 

 ③ なぜ題名が「やまなし」なのか。 

一つめの視点「五月と十二月の幻灯にはどんな様子が書かれているのか。」については，情景を読む読み

方を使って，五月の幻灯，十二月の幻灯に表現されている世界をとらえてきた。 

本時は，かにの兄弟にとってのかわせみ・やまなしの意味をとらえ，題名が「やまなし」になっているこ

ととつないで，作者の伝えたかったことを読み確かめることをねらいとしている。 
まず，かにの兄弟にとってのかわせみの意味を話し合う。かわせみが飛び込んできたときのかにの様子か

ら意味をとらえている児童，かわせみの様子を表した比喩表現から意味をとらえている児童の二つの読み取

りを聴き合う活動を仕組み，かわせみはかにの兄弟にとって「死の恐怖を与えるもの」だと方向付けていく。 
次に，かにの兄弟にとってのやまなしの意味について考える。「やまなし」の文章全体が対比的に書かれ

ていることを確認した後，かわせみが「死の恐怖を与えるもの」だとすると，やまなしはどう表現できるか

問いかけ，前時に書き込みをしたものを見直し，書き加える時間をとるようにする。 
そして，見直して書き込んだものを発表し，かわせみが「死の恐怖を与えるもの」だったのに対し，やま

なしは「生の喜びを与えるもの」であるととらえていくようにする。かにの兄弟にとってのかわせみの意味

を考えたときと同じように，やまなしが落ちてきたときのかにの様子，やまなしの様子を表した比喩表現か

ら根拠の叙述を探していく。 
最後に，題名が「やまなし」になっているわけについて考えさせる。十二月を後に書いていること，題名

が「やまなし」であることから作者は「生の喜びを与えるもの」に思い入れがあることをとらえさせていき

たい。本時で読み取ったことは，板書を使って説明させ，まとめていくようにする。 
○ 交流活動・評価活動の工夫について 
 代表児童の読み取りを板書に位置付け，交流活動の際にどこをどう読んだのかをとらえることができるよ

うにする。また，これまでの学習を振り返ったり，自分の読み取りの変容をとらえたりするためにポートフ

ォリオを活用し，自分のはじめの読み取りと新たに付け加わったもの，読み方やそこから分かったことなど

を自己評価カードの中でも振り返ることができるようにしたい。   
・ 規準に満たない子への支援 

 聴き合い活動の中では，質問をするポイントや確かめの仕方について個別に指導し，どの子も積極的に聴

き合い活動に取り組むことができるようにする。聴き合い活動後は、かにの兄弟にとってのかわせみの意味

を考えた後に、自分の書き込みを見直し、やまなしの意味について考えさせ、対比的にとらえることができ

るようにする。  

９ 準備 

  学習の流れ図，ポートフォリオ，授業用資料，自己評価カード 

聴き合い活動を中心とした交流活動の中で、文章構成の工夫を読む読み方や比喩表現を読む読み方、題

名の働きを読む読み方を使って「やまなし」で作者が伝えたかったことを読み確かめ，これまでの自分の

読み取りを振り返る評価活動を取り入れていけば，読み方の習得・活用を通して考える力を身につけ，確

かに考え，豊かに学ぶ子どもが育つであろう。 



  

学習活動と内容 
１０ 本時の展開 

教師の支援 評価基準 資料 
１ これまでの学習を振り返り，本時の

めあてをつかむ。 

○ 「小さな谷川の底を写した二枚の

青い幻灯で，作者は何を伝えたいの

だろう。」という読みのめあてをつ

くって読みのめあてに対する答え

を見付け，読み確かめの視点の一つ

めである五月の幻灯，十二月の幻灯

に表現されている世界を読み取っ

てきたこと。 

○ 本時では残りの二つの視点につ

いて読み確かめること。    
 

 

 

２ かにの兄弟にとってのかわせみ・や

まなしの意味を話し合う。 
(1)  かわせみの意味について代表児

童による提案を聴き合う。 
・かわせみが飛び込んできたときの

かにの様子から意味をとらえてい

る読み取り 
・かわせみの様子を表した比喩表現

から意味をとらえている読み取り 
(2) かわせみと対比してやまなしの

意味を考え、書き込みを見直す。 
(3) 全体で話し合い、かにの兄弟にと

ってのやまなしの意味を考える。 
 

３ 題名が「やまなし」になっているわ

けを考える。 

  ・文章構成の工夫を手がかりに考え

る。 

 

４ 本時のまとめと次時の予告をする。 

(1)  ポートフォリオを使って振り返

り，自己評価カードを書く。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 (2) 本時に読み取ったことをもとに

して、もう一度読みのめあてに戻

り、作者が伝えたかったことを書き

まとめることを確かめる。 

○掲示物やポートフ

ォリオを使って，これ

までの学習を振り返

る。 

○聴き合う必要感を

もたせ，本時の学習の

めあてをつかむこと

ができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○板書から代表児童

の読み取りの違いを

とらえさせる。 

○文章全体が対比的

に書かれていること

を想起させ，かわせみ

が「死の恐怖を与える

もの」であるならば，

やまなしはどう表現

できるか考えさせる。 
○かわせみの意味を

考えたときに見出し

た，かにの様子から・

かわせみの様子を表

した比喩表現からと

いう二つの見方を用

いてやまなしの意味

を裏付ける根拠を考

えさせる。 
 
○ポートフォリオを

活用させる。 

基準Ａ 基準Ｂ 学習の

流れ図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポート

フォリ

オ 
 
 
 
 
 
授業用

資料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自己評

価カー

ド 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分がとらえ

たかにの兄弟

にとってのか

わせみの意味

を友達に分か

りやすく伝え

たり，相手の読

み取りをよく

分かろうと進

んで尋ねたり

して，よさを見

付けることが

できる。 

 
 
 
 
 
 
 
・作者が伝え

たかったこと

をとらえ，読み

方とつないで

まとめている。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分がとらえ

たかにの兄弟

にとってのか

わせみの意味

を友達に伝え

たり，相手の考

えを尋ねたり

して，違いに気

付くことがで

きる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自分の読み取

りに足りない

ものを付け加

えている。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本時のめあて: かにの兄弟にとってのかわせみ・やまなしの意味をとらえ，題名が「やまなし」

になっていることとつないで，作者の伝えたかったことを読み確かめよう。 
 

基準Ｂに達しない子への支援 
・板書を工夫したり，聴き合い

をする際の視点や聴き方が分

かるような資料を用意したり

して，聴き合い活動を進めるこ

とができるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準Ｂに達しない子への支援 
・板書を使って説明したり，ポ

ートフォリオでこれまでの学

習を振り返ったりしながら，自

分の読み取りを深めていくこ

とができるようにする。 
 
 
 
 
 

・かにの兄弟にとってのかわ

せみの意味・やまなしの意味

を進んで聴き合いたいと思っ

ている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜本時で目指す子どもの姿＞ 
僕ははじめ，かににとってのかわせみの意味を，かわせみが飛び込

んできたときのかにの兄弟の様子だけで考えていたけど，○○さん

の読み取りを聴いて，かわせみの様子を表した比喩表現からも分か

ることに気付きました。また，「死の恐怖を与えるもの」と対照的

に考えて，やまなしはかにの兄弟にとって「生の喜びを与えるもの」

だと分かりました。題名が「やまなし」になっているので，作者は 
「生の喜びを与えるもの」にこだわりがあって，自分もそんな存在

でありたいと思っていたのだと考えました。 



  

 

 

＜「学ぶ力」とは＞ 

  ○ 基礎的・基本的な知識・技能 

  

区研修テーマについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本校で考える「『学ぶ力』の育成」とは＞ 

 基礎的・基本的な知識・技能の習得・活用を重視し，聴き合い活動を中心とした交流活動やポートフォリ

オを中心とした評価活動の中で知識・技能の習得・活用を図ることを充実させ，自らの課題を解決するため

に必要な考える力を育てていくことである。 

 本校では，次に示す「あかさか学習」という学習過程を取り入れ，国語科・社会科だけでなく他教科でも

広く定着させることで，考える力の育成に取り組んでいる。 

○ 課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の考える力 

  ○ 学習意欲 

 

「学ぶ力」が身に付いた姿とは… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語科における「『学ぶ力』の育成」とは＞ 

読み方の習得・活用を通して， 

・身に付けた読み方を使うよさを味わいながらことばの意味やはたらきを理解し，それを踏まえて自分

の解釈をつくること 

・主人公の立場になって考えたり，作者の伝えたかったことや見方・考え方をとらえたりして，自分を

振り返ることができること 

と考える。 

＜授業改善の実践について＞ 

 学ぶ力の育成を図るために，次のような授業改善を行う。 

・ 聴き合い活動，ポートフォリオ評価を授業の中に位置付ける。（本校の研究テーマより） 

・ 板書を使ったまとめと１時間の中で考えを書く活動を取り入れる。（「授業改善のてびき」より） 

 ・ 言語活動の充実を図り，言葉を大切にした学習を行う。（「新しい福岡の教育計画）より） 

 

区研修テーマ：学ぶ力の育成を図る授業改善の実践研究 

□ 基礎的・基本的な知識・技能を習得・活用し，多面的な見方・考え方をしたり，公正に判断したりし

て，自分の考えをもつことができる子ども 
□ 学習の見通しを立て，必要な情報や資料を集めたり，分析したり，表現したりして，課題を解決する

方法や学び方を身に付けることができる子ども 
□ 学習に対して期待感をもち，学ぶ喜びや考える楽しさを味わい，自信をもって意欲的に学ぶことがで

きる子ども 

① あ  新しい事実と出会う段階   交流活動・評価活動① 
｜                   学習意欲を高める工夫 

    ｜                  
② か  課題を明確にする段階    交流活動・評価活動②  
｜                   基礎的・基本的な知識・技能の習得・活用 

    ｜                 
③ さ  さぐる・まとめる段階    交流活動・評価活動③  
｜                   基礎的・基本的な知識・技能の習得・活用 

    ｜                      （多様な学習活動） 
④ か  考えを確かにする段階    交流活動・評価活動④  

基礎的・基本的な知識・技能の習得・活用 
                         （基礎的・基本的な知識・技能の定着）  

豊
か
に
学
ぶ
子
ど
も
の
姿 


